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・当社では、社会状況の変化に対応したライフスタイルの変化が都市

や建築をどのように変えていくのかについて、社内外の「知恵の連

携と統合」を進めながら、多くの研究と提案を行っていきたいと考

え、「ライフスタイルデザイン研究所」を設立しています。この

度、2012年度の体制が決まりましたのでお知らせいたします。

・「シュリンキング・シティ研究会」は2009年より立ち上げておりま

すが、分科会として、株式会社グリーンワイズと連携して廃校利用

についての提案を行う「廃校利用研究会」を引き続き行い、また一

昨年度立ち上げた「小田原研究会」を小田原のまちづくりや景観づ

くりの研究・検討といったテーマで行っていきます。

・さらに、一昨年度の小田原研究会の成果として得られたライフスタ

イルセンターの事業モデルの研究・検討を行う「ライフスタイルセ

ンター事業モデル研究会」を設立します。小田原研究会と事業モデ

ル研究会は東海大学杉本研究室と連携して行います。

・震災復興研究会は、昨年度の設計事務所５社による震災復興組織設

計協議会における震災復興の検討結果をもとに、津波による防災ま

ちづくりの計画モデルの作成を行う予定です。

・この他に当社独自のカラーユニバーサルデザインガイドラインの作

成を行うカラーユニバーサルデザイン研究会を立ち上げています。

ライフスタイルデザイン研究所の活動状況
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・今年度は、小田原市を対象に歴史的都市における公共建築のあり方

についての検討を東海大学杉本研究室と連携して行っていきます。

・5月29日（火）に第１回の研究会が開催されて以降、第３回まで開

催しております。現在は主に現地調査や国内類似事例調査を行って

います。
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足立区へ廃校活用のプレゼンテーション

・2012年3月16日に足立区の方々に対して、足立区新田小学校跡地の

活用案についてプレゼンテーションを行いました。

・足立区側には、新田小学校をはじめ、区内に複数ある廃校の今後の

跡地活用についての問題意識があり、プレゼンテーション後に活発

な意見交換が行われました。

・足立区側からは、資産活用課やまちづくり課など7名が参加し、以

下のような意見をいただきました。

「今回の提案のような観光資源が足立区内にできてほしい。」

「土手や荒川の自然環境等、ポテンシャルはある場所。環状７号線が

近くにあり、対岸から環状7号線を渡ってきたときにどのような施

設があるべきか考える必要がある。」

「今回の発表のアイデアを参考に活用方法を考えていきたい。」

「スポーツをやる人のためのライフワークの提案としておもしろいと

思う。」

「建築だけでなく、子供の視点があったことはいいと思った。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、資産活用課）

「足立区はマイナスのイメージが強いため、このような売りとなる場

所は必要である。」

「小学校跡地は新田地区の中央にあり、また新住民区域と旧住民区域

のつながりがうまくいっていない現状があるので、そのつなぎの役

割ができたらいい。」　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、まちづくり課）

―小田原研究会―

・人が外界から得る情報の約９割は視覚によるものであり、建築やま

ちづくりにおいて色彩の計画はきわめて重要です。

・公共建築等のビジュアルサインには「誰にでもわかりやすい」とい

う機能が必須ですが、高齢者や色覚障がい者（注１）にまで配慮さ

れた明確な基準はなく、各自治体でも積極的なガイドラインは見当

たりません。

・ビジュアルサインのみならず建物の注意喚起を促す箇所の色彩や配

色の要素、日常の業務で作成する提案書や計画図書の色彩計画につ

いて、機能美とデザイン性を併せ持つ当社独自のガイドラインを作

成しこれを活用し社会貢献する目的で、2012年に「カラーユニバー

サルデザイン研究会を立ち上げました。

(注１)色覚障がい者はＸ染色体に障がいがあり、アジア人の男性で２０人に

１人、女性で５００人に１人の割合でいると言われています。

―カラーユニバーサルデザイン研究会―

 
プレゼンテーションの様子

小田原研究会の様子

健常者の見え方

Illustrator CS5 を使った D型色覚シミュレーション

色覚障がい者の見え方
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研究会の概要と提案までの経緯 新田小学校の活用提案
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新田地区全体図と街の魅力 提案のねらい
●街の魅力：自然環境
スポーツのある風景/水辺のスポーツ/スケールの大きな自然

●街の魅力：街の雰囲気
通りを中心とした街並み/下町風情/活発な市民活動

地域住民と街と荒川をつなぐ視点をもって・・・

「スポーツコミュニケーションの場」の機能を持たせた小・中学校跡地利用

校舎の立体公園化

空間

機能

みどり

屋上緑化屋上緑化

ブリッジと河川敷の
風景（原風景の再生）
ブリッジと河川敷の
風景（原風景の再生）

バルコニー緑化バルコニー緑化

新田五色桜・
サクラソウ
新田五色桜・
サクラソウ

公園・市民農園
（エディブルランドスケープ）
公園・市民農園
（エディブルランドスケープ）

荒川をメインフィールドにスポーツを通じた地域コミュニティの活性化

「荒川アスリートパーク＆アパートメント（仮称）」

地域コミュニティ・健全な社会
をつくる教育の拠点、地球環境
へ配慮を学ぶ場所として、荒川
と新田地区の魅力を活かし、に
ぎわいのある新田小中学校跡地
の活用を提案する。

誰もが気軽に行き来でき、
それぞれ思い思いに使うこ
とができる。もちろん緑も
あり、快適に過ごせる。
旧校舎全体がそんな場所に
なればおもしろいと思い、
校舎全体を立体的な「公園
」にする。校舎には緑のあ
る立体的な散策を組み込み
こんだり、築山を作ったり
して、土手と街をつなぐ動
線や様々なアクティビティ
をつくりだす。

土手と校舎をつなぐ
ブリッジの設置
土手と校舎をつなぐ
ブリッジの設置

ブリッジの設置に伴
う校舎の一部減築
ブリッジの設置に伴
う校舎の一部減築

土手土手

減築した廃材を活用
した築山の設置。
まち側のアプローチ
空間にもなる。

減築した廃材を活用
した築山の設置。
まち側のアプローチ
空間にもなる。

上下階や屋外を
つなぐ立体バル
コニーの設置

上下階や屋外を
つなぐ立体バル
コニーの設置

アスリートと地域住民の交
流の場

この場所がつなぐ役割を持
つことから、コミュニティ
を生むみどりと新田地区の
原風景を再生するみどりを
計画する。

アスリートのための機能（
スポーツ支援）、地域住民
とアスリートのための機能
（スポーツに関する農）、
両者が交流する場を設ける
ことで、コミュニティの拠
点の場となる。
アスリートのための機能

アスリートと地域住民の
交流機能

アスリートと地域住民の
ための機能

コミュニティを生む
みどり

原風景を再生する
みどり

コミュニティを生むみどり
と原風景を再生するみどり

地域住民とつなぐ地域住民とつなぐ

新田中学校跡地新田中学校跡地

新田小学校跡地新田小学校跡地

旧市街地旧市街地

新市街地新市街地

荒川流域荒川流域

スポーツ、農を
中心としたコミ
ュニティの場

スポーツ、農を
中心としたコミ
ュニティの場

荒川の土手と
つなぐ
荒川の土手と
つなぐ

土手を利用
した活動
土手を利用
した活動

緑地帯（荒川流域
の自然とつなぐ）
緑地帯（荒川流域
の自然とつなぐ）

キーワード
・地球環境への社会的責任
・新田地区の新しい顔
・地域コミュニティの活性化
・にぎわいの場所づくり
・学校機能の継承（教育）
・今ある資源の活用

小学校跡地を荒川
アスリートパーク
にすることによっ
て、新田地区全体
をリバーアスリー
トの聖地となる。

荒川アスリート
パーク

（小学校跡地）

地域住民

企業

新しい
スポーツコミュニティ

“共有”と“リアル”な体験

荒川区新田地区の新名所
ｺﾐｭﾆﾃｨの拠点

リバーアスリート

利用者同士
をつなぐ

地域住民と
利用者をつなぐ

スポーツ・みどりを
通じて利用者と自然を

つなぐ

荒川流域と
新田地区をつなぐ

計画地をリバーアスリートの聖地とする。
アスリートというと、高度なスポーツ技術を持ったスポーツ選手を連想するが、老若男
女、地域住民も含めた人たちの利用を想定する、憩いの場、農園、カフェ、足湯、スポ
ーツ関連施設を設けたコミュニティの拠点となる場を提案する。

グリーンビル研究会の概要
　株式会社グリーンワイズとの共同研究会として2009年5月より活動している。
「環境への取り組みを資産価値につなげる」ことをテーマとし、建築及びランド
スケープを企画からマネジメントまでトータルに提案する。
主な研究テーマとしては、以下の通り。
●ライフスタイルから建築とみどりを考える
●建築とみどりの効果的な融合手法
●みどりの効果（人に与える影響、不動産価値の向上）

小学校跡地：荒川アスリートパーク
クラブハウス、プロショップ、カフェ、足
湯スペース、憩いの公園、市民農園　など

中学校跡地：荒川アパートメント
住宅、シェアハウス、滞在施設(合宿所)
など

グリーンビル研究会のこれまでの成果

　研究会のこれまでの成果
を形として表現するため、
第２４回建築環境デザイン
コンペティションに応募。
佳作入選を果たした。
（2010年12月）
≪コンペ概要≫
主　催：東京ガス株式会社
後　援：日本建築学会、空
気調和・衛生工学会、株式
会社新建築社
テーマ：「地球に生きる」
　同コンペティションで
は、どのように地球に生き
ていくべきかを考え、建築
と設備のトータルな調和に
おいて表現することが求め
られた。
　以下のポイントを踏ま
え、提案している。
●地域コミュニティの核で
ある小学校の廃校問題に着
目(廃校問題の幸せな解決)
●学びを通してコミュニ
ケーションをつくる（学校
機能を継承）
●今ある資産（校舎）を活
用しつつ新たに緑を生み出
す（減築・屋上緑化・敷地
内循環）
●環境に対するアクション
を地域に広げていくための
拠点（世代を超えた環境教
育の場）
　出展作品は、これまでの協働研究の成果が「敷地内やビル内の循環」、「グ
リーン・アクティビティ」「減築による屋上緑化」等の形で盛り込まれている。

コンペ案をもとにしたケーススタディ
　足立区新田小中学校の統合により廃校となり、足立区側で跡地活用を検討して
いた新田小学校及び新田中学校を題材とし、コンペ案のアイデアを当てはめ、活
用方法のケーススタディを行った。
　現地調査を入念に行い、隣接する荒川や新田地区のまちの魅力を活かした提案
としてまとめ、足立区へプレゼンテーションを行った。（プレゼンテーションの
様子は紙面裏側参照）

コンセプト

新田小学校が提供するもの

活用イメージ

提案（プログラム・断面イメージ図）

提案（コンセプト）

新田小中学校
跡地

跡地跡地
足湯
（荒川への眺望）
足湯
（荒川への眺望）温室

（既存体育館活用）
温室
（既存体育館活用）

プロショップ
クラブハウス
プロショップ
クラブハウス

スタミナカフェ
農業クラブハウス
スタミナカフェ
農業クラブハウス

多目的スペース（オ
ープンスペース、バ
ルコニー等を活用）

多目的スペース（オ
ープンスペース、バ
ルコニー等を活用）


